
北海道大学 課外活動団体HALCC

令和２年度活動成果報告会

令和2年12月5日



本日の次第

1.開会挨拶・イントロダクション

2.高大連携事業

3.高大連携事業の総括

4.HALCCの5年間を振り返って

5.全体総括

6.閉会挨拶



津別町長 佐藤 多一様

津別町住民企画課長補佐 加藤 端陽様

北海道津別高等学校・校長 南 俊明様

北海道津別高等学校・教諭 平子 裕様

北海道大学公共政策大学院・専任講師 武藤 俊雄様

来賓のご紹介



HALCCとは

過去4年間で、のべ80名以上の学生が参加

平成28年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

きっかけ 第一期 第二期 第三期 第四期

津別町まちづくり
アイディアコンペで
当時の北大公共政
策大学院の2年生
の2人が優秀賞！

「観光」「特産品」「教育」分野で
津別高校を魅力化させるアイディアの提案
津別町の特産物の新しい販売戦略の考案
津別高校生１,２年生と町の魅力を考えるWS

などを実施。

「大学生独自事業」と「高大連携事業」で
津別留学 ：観光資源を活かした事業提案
北大マルシェ：特産品を調査・販売する活動
若者議会：政策テーマに対する政策提言

などを実施。

HALCCの活動概要



令和２度の活動内容

HALCCの活動概要

みらいワーク 高校生フォーラム 相生線フットパスガイド 北大オンラインツアー

高校生が津別町にいながら北
大構内の設備環境や雰囲気
を実感できるよう、オンライン
を通して「北大構内紹介」や
「大学院模擬講義」を行う企
画。北大構内からZoomを用い
た生中継を実施した。

津別町内における鉄道廃線
（国鉄相生線、森林鉄道各線）
を用いた、フットパスコースや
関連観光企画づくり。国鉄相
生線の廃線跡を全線分、現地
調査した。

津別町の理想の未来・現状・
課題・アクションプランを考える
ワークショップ。未来像を描き
そこへ向かうための方策を考
える「バック・キャスティング」思
考を用いて、津別町の未来を
「自分ごと」として考えた。

高校生自身の10・20年後のみ
らいを考えるワークショップ。
オリジナルのワークシートを用
いながら大学生とコミュニケー
ションを取り、将来、「どこで」
「どんなこと」をしていたいかを
考えた。
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「2020年度企画会議」
津別町役場・津別高等高校と会議
を行い、本年度の企画内容を決定

「みらいワーク」①
高校２年生と自分の未来を考える
ワークショップをオンラインで実施

「高校生フォーラム」①
津別町の理想の未来を考えるワー
クショップを津別高校で実施

「高校生フォーラム」②
津別町のまちづくりを知るための
ワークショップを津別高校で実施

「みらいワーク」②
高校1年生と自分の未来を考える
ワークショップをオンラインで実施

「高校生フォーラム」③
町の理想の未来の実現に向けた方策を
考えるためのワークショップを実施

「高校生フォーラム」④
津別町と自分の未来の関連を
考える発表資料の作成

「最終成果報告会」
津別高校との一年間の高大連携事
業及びHALCC独自企画の総括

11/19

「北大オンラインツアー」
＆「HOPS特別講演」
津別高校と北海道大学をオンラインで
つなぎ、大学の様子を生中継

11/19
「高校1,2年生合同プログラム」
高校2年生が津別町の理想の未来
について1年生へ発表

HALCCの活動概要

本日
Live配信！


